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要約
現在の高糖度トマトは大部分が低水分管理で、の水ストレス付与による栽培である。本研究では水耕栽
培で海水を使ってトマトを栽培した。海水濃度は4000，8000， 12000， 16000pprnとした。糖境は海水
濃度が上がるほど上昇したが， 4000pprn区， 8000pprn区， 12000pprn区の間での還はわず、かで、あった。
海水処理後1週間を経過した頃から体積の増加最が著しく減っており，海水処理後約 1週間で果実に影
響が顕著に出てくることがわかった。トマト果実内のイオン濃度を調べた結果， Brが検出された。今
回の実験では Brが含まれている農薬や肥料を使用していないこと， Brが8000pprnよりも12000pprn
で多く検出されたことなどから， トマト果実から検出された Brは水耕で、使用した海水から由来したも
のであるということがわかった。
Summary 
Tornato with a high sugar content is usually cultivated under the water stressed condition . In this 
study， tornato is cultivated by hydroculture with sea water. Concentration of 4000， 8000， 12000 and 
16000 pprn were used. The difference in sugar contents is srnall between 4000， 8000， 12000 and 
16000 pprn. The rate of increase of the tornato volurne began to decrease a week later after stressd 
treatrnent by saline water. 
The concentration ofBr ion in the tornatoes increased under the saline irrigation.This Br ion is in-
cluded only in the sea water， not in the irrigation water. 
1.はじめに 2.方法
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現在の高糖度トマトの生産は大部分が低水分管
理で、の水ストレス付与による栽培である。近年で
は塩水濯j既によって水分ストレスを与える研究も
進んで、きた。前報では 土壌を用いた栽培実験を
行ったが，生育状態に差がみられた(世戸・田
中， 1998)。そこで本研究では水耕栽培で、権水を
f吏って水分ストレスを与えることで果実の肥大や
糖度の変化を調べるとともに，海水のミネラル成
分がどのようにトマトの果実の成分に影響してい
くかを調べた。
1999年11月l日にトマトの苗28本(供試品種
華クイーン)をプランター(長さ63.5crn，巾22.5
crn，深さ9.0crn) に水13eを入れ，そこに発泡
スチロールに穴を開けたものを浮かべ， 1個のプ
ランターにつき 5株を定植した。肥料は一週間後
の11月8日からプランターの水に混ぜ始めた。そ
の後2000年 1月19日に間引きをし 1個のプラン
ターに 2本とし，合計8本にした。
オd臭えは 1:i昼間に I屈し，またプランターには
エアーを送った。
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整枝は主枝 l本仕立てとし，摘芯は第3花房の
2， 3枚の葉を残して行った。 12月9日から植
物成長調整剤(トマトトーン)を100倍希釈し，
霧吹きを使い散布し着果を促した。
温度管理については温室内にさらに小型のビ
ニールハウスを作り，ヒーターを室温が17度以下
に低下したら作動するように設置，ビニールハウ
スの天井に空気穴を作り過震の温度上昇を肪ぎ，
ビニールハウス内の温度をlrcから300Cに維持し
た。
基肥として，大塚ハウス l号を 1プランターあ
たり 19.5グラム，大塚ハウス 2号を13グラム水換
えのたびに溶かして入れた。 lプランターあたり
の成分量は，窒素(N)-3. 38g，リン酸(P205) 
1. 56g，カリ (K20) -5. 265gを1JiIi用した。
試験区の構成をoppm， 4000ppm， 8000ppm， 
12000ppmとし，海水中の NaCli，農震は30119ppm
であることから，それぞれの海水の混入量を計算
すると， 4000ppm区では1730cc，8000ppm区で
は3450cc，12000ppm区では5180ccとなる。 2000
年l丹17日から水換え時に海水を混ぜ，海水処理
を開始した。
3.結果と考察
海水の濃度の違いは糖度に影響を及ぼした(随
一1)。糖度を測定した結果，それぞれの試験区
の平均をとると Oppm区は7.3， 4000ppm区は
9.4， 8000ppm区は9.5，12000ppm区は9.6とな
り海水濃度が高くなるにつれて糖度も高くなった。
しかし4000ppm区， 8000ppm区， 12000ppm区
の差は非常に小さかった。高糖度トマトの目安と
される糖度10以上のトマトは Oppm区以外のす
べての試験区で見ることができた。最も糖度が高
かったのは12000ppm区の3段目で見られた11.0 
であった。また，段数別に見ると段数の低いとこ
ろによじべ高いところのほうが糖度が高い傾向で
あった。
海水の濃度の違いは果実重量，体積にも影響を
及ぼした(図一 2，図-3)。重量，体積ともo
ppm医， 4000ppm区， 8000ppm [玄， 12000ppm 
区と海:水濃度が高くなるにつれて軽く小さくなっ
ていった。一番大きいものは Oppm区の 2段目
12 
1月四日に果実を一花房につき 4個以下に捕え 10 
毎日15時に縦と横の長さを測定した。
果実品質については，花房別に採取した果実を
用い，体積，重量，糖度の測定，及びイオン分析
を行った。水ポテンシャルは，2月10告に午後12時
から21時まで3時間毎の測定した。 12時と18時の
おいては任力ポテンシャルも測定した。
収穫は， 2月21日にすべての果実をを収穫した。
糖度は縦半分で切断した果実をニンニク絞り器
で搾汁し，デジタル糖度計で測定した。
体積は，楕円の体積の公式に縦，横の直径の値
を代入して求めた。
果実内イオン濃度は，糖度を測るときと同様に，
搾汁ーした果実汁をj慮過し， 51音希釈してイオンク
ロマトグラフにて測定した。
水ポテンシャルは，第2花房と第3花房の聞の
葉からパンチしてサンプルを採取し，サイクロ
メーターで測定した。在カポテンシャルについて
は水ポテンシャルと同様にサンプルを採取しラッ
プで包んで、密閉し-850Cで約一晩凍らせ，その後
室温で2，3時閥解凍して測定した。
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国…3 果実体積と海水濃度の関保
で見られ， 57.2g， 63.21cm3で、あった。一番小さ
いものは12000ppm区の 3段目で見られ3.7g，
3. 49cm3で、あった。
海水濃度が上がると糖度は上昇するが重量，体
積とも減少することから，糖度が増加すると
体積共に減少する傾向がみられた(圏一 4，図-
5)。
海水濃度はトマトの体積の増加量に影響を及ぼ
した(霞-6)0 Oppm区， 4000ppm区， 8000ppm 
区， 12000ppm区の順で成長量は減少していった。
また海水処理をした4000ppm区， 8000ppm区，
12000ppm匿は海水処理後 1週間を経過した頃か
ら体積の増加最が著しく減っており，海水処理後
約 1週間で果実に影響が顕著に出てくることがわ
かった。段数別の果実体積の変化では 1段目より
も3段目のほうがより海水濃疫の影響が現われた
(国一 7，図-8，図-9)。これは海水処理を
開始した時期にはすでに3段とも果実がついてお
り， 1段呂の果実についてはかなり成長していた
後に海水処理をしたためだと考えられる。
また，樹勢は12000ppmではかなり衰え，枯死
はしなかったものの果実を収穫する頃には葉はほ
とんど枯れてしまった。 8000ppm，4000ppmに
おいてもかなり葉の枯れは目立っていたが， 0 
ppmにおいては収穫時に葉の枯れはほとんど見
られなかった。
トマト果実内のイオン濃度を調べた結果， Br 
が検出された(図ー10)。海水中の Br含量は65
ppmで，地殻，岩国，気圏，河川l等と比べても
かなり高く海洋がBrの供給源として重要なこと
が推定される(図-11)。また， Brは臭化メチル，
二臭化メチレン，ジブロムモノクロルプロパン等
の農薬成分である。今回の実験では Brが含まれ
ている農薬や杷科を使用していないこと， Brが
8000ppmよりも12000ppmで多く検出されたこ
となどから， トマト果実から検出された Brは水
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耕で使用した海水から由来したものであるという
ことがわかる。
水ポテンシャル測定の結果を図-12に示す。 値
の大きいほうが水ストレスをより受けているとい
うことを表している。少しの誤差はあるものの海
水濃度が上がるにつれ水ストレスを受けており，
j毎水でも水ストレスがかかるということがわかっ
た。また， 12時と21時を比べると12時のほうがよ
りストレスを受けている。
在力ポテンシャル測定の結果を図ー13に示す
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(12時)。値が÷の方になると成長しているとい
うことを表し，ーの方になるとしおれているいう
ことを表している。 Oppm区と比べて海水処理
区(特に12000ppm区)のほうはしおれが進んで
いるということがわかる。
4. あとがき
本研究では次のようなことがわかった。
海水によっても塩分による水分ストレスを与え
ることができ，また， トマト果実は成長すること
ができた。試験区をoppm， 4000ppm， 8000ppm， 
12000ppmとしたが12000ppmでは枯死はしな
かったものの樹勢はかなり衰えた。
糖度は海水濃度が上がるほど上昇したが， 4000 
ppm区， 8000ppm区， 12000ppm区の関での差
はごくわずかなものであった。また，果物トマト
の目安となる糖度10以上のものは海水処理した試
験区すべてで見ることができた。重量，体積は共
に海水濃度が高くなるにつれ小さくなっていった。
これらは糖度とよヒベて4000ppm区， 8000ppm区，
12000ppm区の間でもはっきりと現われた。した
がって海水濃度は4000ppm程度にすると果実の
極端な小玉化も少なく比較的高糖度のトマトを栽
培することができると忠われる。
本実験では3段とも果実がついてから海水処理
をしたため 1段目ではあまり差は見られなかった
が，3段目においては海水濃疫が高くなると果実の
成長景が少なくなっていくことがわかった。
トマト果実の成分から Brが検出された。 Br
は自然界では海水中に存在し，また農薬も使用し
ていないことから海水のBrがトマト果実に入っ
ていったと考えられる。
現在，塩は健康の大敵で、もあるかのようにいわ
れ，スーパーなどの陳列搬をみても，“減塩醤油"
減塩味噌"“減塩ソース"……等「減塩jのオン
パレードである。その上，高血圧，腎臓機能障害，
脳血管性痴呆，果ては胃ガン，心臓病までその犯
人は「塩Jのとりすぎといわれている。しかし，
ここでいう「塩Jはイオン交換膜法で作られた精
製された塩で純度95%以上NaClというものであ
る。これは本来「食べるための塩jではなかった。
本来の塩とは塩化ナトリウムが少なくとも 80~
90%以下，残りをカリウム・カルシウム・マグネ
シウムをはじめとした多最のミネラル群が占めて
いる塩のことである。それらは， <海〉の水をそ
のまま天日にさらし乾燥させた“本当の塩"であ
り，古代エジプトでピラミッドの造営に従事した
労働者に，その代償として支給されたのが土甚だ、っ
た，というようにこの「塩Jこそは水， ミネラル
などとともに人間の生命維持に不可欠なものであ
る。
海水は臼然のミネラルが豊富で、人間の生命維持
に必要な成分を多く含んでいる。その海水成分が
この実験によってトマト果実の中に取り込まれた
ことが証明された。今後はどの時期にどの程度の
濃度の海水処理をすれば果実の小玉化を必要最小
限にとどめ糖度をより高くすることができるかを
明確にすることで，海のミネラルが入った高糖度
トマトの栽培の実用化に大きく近づいていくこと
ができる。
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